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家庭寮にみる「花嫁修業」という規範の解明

―旧制高等女学校に着目して―

歌川 光一※1 

概要 高等女学校について、正課のカリキュラム、課外活動研究は多く蓄積されてきた。本

研究は、家居を選択した中上層女性のライフスタイルの探究のために、家政を中心に生徒

にパッケージ化された花嫁修業を体験させようとした「家庭寮」に注目した。生徒にとっ

て、同級生との同居生活や教員との交流が思い出深かったと思われ、また、家事の中でも、

調理を中心に家計のやりくりを体験したことの意義が大きかった。一方で、夫との同棲と

いう面を除いた役割で構成された家庭生活という矛盾も確認された。
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１．研究背景と目的

 戦前昭和期頃に生じた、未婚期に、家庭

生活に必要な家事、礼法、遊芸等習得する

「花嫁修業」という規範は、旧制高等女学

校の教育目標であった「良妻賢母」主義に

則る規範として、（それゆえに）女子教育史

研究において等閑視されやすい（濱 2023、
小山 2023）。 

進学や就職と通じた中上層女性のキャリ

ア形成に注目することは、男性領域で活躍

した高等女学校卒業生の人生にフォーカス

を当てるという意味で意義深いことは言う

までもない。一方で、家居という進路を選

択した中上層の女性のライフスタイルを社

会教育史、大衆文化の観点から再検討する

ことで、「家事/教養/趣味」等の揺らぎの系

譜を明らかにしていくことが可能（拙稿

2019 ほか）となる。特に、結婚難が生じ、

家居の高等女学校卒業生の割合が増えた

1930 年代は注目に値する。実際、「花嫁修

業」という規範の存在によって、各種稽古

教室、カルチャー教室（産経学園の前身で

ある「東京婦人会館」が日本初とされる）

等の教育文化産業の整備が促されたことが

史実として指摘されている（山本 2001、産

経学園 2005）。 
本研究では、1930 年代に高等女学校卒業

生に向けられた「花嫁修業」という規範の

解明を目的としている。

 なお、家居扱いの女学校卒業生に対して

教育を施す主体として、学校、社会、家庭、

その他の各種教室（稽古事など）が混在し

ていたと思われ、本研究は「花嫁修業」研

究の一部を成すに過ぎない。

２．研究の対象

本研究が着目するのは、1930 年代頃から

旧制高等女学校に卒業生向けに設置された

「家庭寮」である。

高等女学校の「家庭寮」は、寄宿舎や、

裁縫教室、割烹室、作法室等とは異なる、

主に卒業生向けに整備された修養道場であ

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
※1 聖路加国際大学 准教授



【様式 2】 

公益財団法人 窓研究所 2/5 

り、修養室・応接間・客間・茶の間・台所・

風呂場等が備えられ、接客作法の実施等が

行われた（野田 1983、山本 1992）。 
 高等女学校や高等女学校同窓会による家

庭寮事業は、家居を選択した卒業生に理想

的なライフスタイルをそのまま教授する意

図が強く、「花嫁修業」という規範の解明に

適した研究対象だと考えられる。

３．先行研究

先行研究では、学校沿革史の確認が中心

（野田 1983、山本 1992）であったが、本

研究では、旧制高等女学校の家庭寮の教育

内容を、校友会雑誌、同窓会雑誌等のより

広範な学校史料の収集により明らかにする

ことを目的としている。

４．調査対象校

野田（1983）、山本（1982）を参考に、

以下の旧制高等女学校を調査対象とした。

【訪問調査】

・山形県立谷地高等女学校（1932 年「家庭

実習館」）

・栃木県立真岡高等女学校（1936 年「報徳

家庭寮」）

・岐阜県立羽島高等女学校（1935 年「家庭

寮」）

・島根県立今市高等女学校（1938 年「家庭

寮」）

【史料収集調査】

・山口県立長府高等女学校（1936 年「家庭

寮」）

・徳島県立小松島高等女学校（1935 年「家

庭寮」）

・福岡県立京都女学校（1937 年「家庭寮」） 
・福岡県立筑紫高等女学校（1940 年「筑紫

家庭寮」）

５．家庭寮の開設と運営

・山形県立谷地高等女学校（1932 年「家庭

実習館」）

下記が家庭実習館開設の経緯を示した校

友会雑誌の記事の一部である。

資料１：『済美会誌』第８号（1933）より 

谷地高等女学校では、 5、6 人で起居を

共にし、夜には教員と歓談することもあっ

た。

・栃木県立真岡高等女学校（1936 年「報徳

家庭寮」）
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 下記が報徳家庭寮開設の経緯を示した校

友会雑誌の記事の一部である。

資料２：『眞芳宜』第 11 号（1936） 

 実際に生徒が教員と交流している様子に

ついて、下記のような写真が所蔵されてい

た。

資料３：家庭寮での学生の様子

（学校所蔵史料より）

・岐阜県立羽島高等女学校（1935 年「家庭

寮」）

下記が家庭寮館開設の経緯を示した同窓

会雑誌の記事の一部である。

資料３：『奉仕一滴』第 3 号（1936） 

・山口県立長府高等女学校（1936 年「家庭

寮」）

山口県立長府高等女学校において、家庭

寮は、創立 25 周年の記念事業として、図書

館とともに 1935 年に落成した。 
建設趣意書（1935 年 7 月）には、「将来

主婦として母としての必要な修養を実際的

に積むことの出来る学校」となるために、

記念館と寄宿舎の一部に、修養室、台所、

風呂場等必要な設備を加え、本科の上級生、
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研究科生の修養道場とする旨が述べられて

いる。

資料４：家庭寮・平面図（学校沿革史より）

長府高等女学校では、4 年生以上の生徒

を対象に 5 名ずつ班に分け、3～6 日間入寮

した。寮母（家政系教諭）が指導にあたり、

男性教員や外部の関係者が接客作法を実施

した。

 この他の女学校について、学校沿革史に

下記のような家庭寮の様子が示されている。 

資料５：徳島県立小松島高等女学校家庭寮

 での学生の様子（学校沿革史より） 

資料６：福岡県立京都高等女学校家庭寮

（学校沿革史より）

 なお、今回の調査で、主婦、子どもの任

を設けていた島根県立今市高等女学校家庭

寮の生徒により記録である『主婦日誌』『姉

妹日誌』を再発見した。

資料７：『主婦日誌』『姉妹日誌』

（島根県立出雲高等学校所蔵）
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６．まとめと今後の展望

 「良妻賢母」を教育目標に掲げていた高

等女学校について、正課のカリキュラム研

究、課外活動研究は多く蓄積されてきた。

本研究は、家政を中心に、生徒にパッケー

ジ化された花嫁修業を体験させようとした

「家庭寮」に注目した意義がある。

 「家庭寮」はそれ自体の目的である、結

婚生活に活きたかという達成度合いの検証

は難しいが、少なくとも、同級生との同居

生活や教員との交流が思い出深かったと思

われる。また、家事の中でも、調理を中心

に家計のやりくりを体験したことの意味が

大きかった。一方で、夫との同棲という面

を除いた役割で構成された家庭生活という

矛盾も確認された。

 今後の課題として、生徒による記録の詳

細な検討、学校の卒業生向け事業と（官民

の）社会教育事業との関連の検討等が挙げ

られる。
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